
1 

教育学部推薦入学Ⅱ特別入試の選抜方法等の変更について（予告） 

平成 29 年 7 月公表・平成 30年 8月修正
岐 阜 大 学 

教育学部における推薦入学Ⅱ特別入試を平成３１（2019）年度入学者選抜（平成３０（2018）
年度実施）について「ぎふ清流入試」と称し，以下により「岐阜県内の教育現場で活躍できる人」

を募集します。

昨年 7 月（2017.07.06）公表の予告から，赤字部分を追加又は一部を変更しました。最終的

な決定内容及び詳細については，7 月中旬公表の「2019 年度入学者選抜に関する要項」及び 11
月中旬頃公表の「2019 年度推薦入学Ⅱ特別入試学生募集要項」で必ずご確認をお願いします。

「ぎふ清流入試」について 

 教育学部の推薦入試は，「岐阜県内の教育現場で活躍できる人」を募集する入試です。

 学修計画書には，岐阜県の特にどの地域に関し，教員になるために必要な資質を，どのような時

期に，どのような内容で修得するか，書いてください。面接は，学修計画の具体的内容・履行手順

に関する質問を含みます。また，入学後には，当該計画書の履行を単位化して評価します。

 面接では，志望する講座又は課程に分かれておこなう個人面接において，希望する分野の基礎的

知識・技能，ならびに，思考力・判断力・表現力を問います。さらに，志望講座（課程）に偏らな

い集団面接において，大学ならびに教育実践の場における様々な学修を通じて，自ら進んで他者と

協働し，教職に対するよりよい理解を得ようとする態度と，教育に対する情熱と責任感を測り，そ

れらを総合的に審査した上で合否を判断します。推薦入学Ⅱ特別入試では，大学入試センター試験

を課します。

学力の三要素 知識・技能 思考力・判断力 表現力 

主体性を持っ
て多様な人々
と協働して学
ぶ態度 

その他の教育
学部が求める
要素 

岐阜大学 
アドミッションポリシー 

大学での学修
に必要な基礎
知識・技能を
有している人 

さまざまな見方
や論理的な考え
方ができる人 

相手の意見を
聴き，自分の
考えを伝える
ことができる
人 

知的好奇心に
あふれ，自ら
進んで学ぼう
とする人 
積極的に課題
を探求しよう
とする人 

これからの地
域や国際社会
で活躍したい
人 

教育学部 
アドミッション・ポリシー

大学での学修
に必要な教
科・科目の基
礎知識，実技
系においては
その基礎的実
践能力を有す
る人 

知識・技能を批
判的に継承しつ
つ，多様かつ創
造的な思考・判
断ができる人 

子どもや保護
者をはじめ社
会の様々な人
の声に耳を傾
け，自分の考
えを適切に表
現できる能力
をもつ人 

大学ならびに
教育実践の場
における様々
な学修を通じ
て，自ら進ん
で他者と協働
し，教職に対
するよりよい
理解を得よう
とする人 

・豊かな人間
性の上に，教
育に対する情
熱と責任感を
有する人 
・岐阜県を中
心とした教育
現場で活躍で
きる人 

大学入試センター試験 ◎ ○       

推薦書 ○ ○ ○ ○ ○ 

岐阜県教員を目指す学修計
画書 

    ◎ 

面 接 
個 人※ ◎ ○ ◎ ◎ ○ 

集 団     ○ ◎ ◎ 

音楽歴調書 ◎（音楽） 

作品 ◎（美術）    ◎（美術）

運動歴調書 ◎（体育）     

調査書 ○

※個人面接は，口述試験等を含みます。 ◎：最重点評価項目，○：重点評価項目

◆入学者選抜方法における重点評価項目（入学者選抜方法と求める人物像との関係性）
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Ⅰ．募集人員の一部変更について 

課程・講座 現行 
変更後 

（平成31（2019）年度入学者選抜）

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

国 語 教 育   ２ 

社 会 科 教 育 ※       ８  ８ 

数 学 教 育   ２ 

理 科 教 育 ※   ９ 

音 楽 教 育   ２ 

美 術 教 育       ４  ４ 

保 健 体 育       ２  ２ 

技 術 教 育

家 政 教 育   ２ 

英 語 教 育   ３ 

学校

教育

心理学コース   ３ 

教職基礎コース   ３ 

小  計 １４ ４０ 

特別支援学校教員養成課程   ２ 

合   計 １４ ４２ 

※ a）社会科教育講座及び理科教育講座の２講座には，それぞれ次の専攻があります。 

      社会科教育講座：「史学」，「地理学」及び「現代社会」の３専攻 

      理科教育講座：「物理学」，「化学」，「生物学」及び「地学」の４専攻 

ｂ）推薦入学Ⅱ特別入試では，社会科教育講座については史学専攻，地理学専攻は各２人，現代社会

専攻は４人を募集します。理科教育講座については物理学専攻，化学専攻，生物学専攻は各２人，

地学専攻では３人を募集します。

Ⅱ．出願要件 

  次のいずれの要件も満たしている者とし，１校からの推薦者数について次頁の表のとおり変更

します。

１ 次のいずれかに該当し，出願要件のすべてを満たす者で，「平成３１（2019）年度大学入試

センター試験」の教科・科目のうち，教育学部が指定する教科・科目を受験する者

a）高等学校（中等教育学校及び特別支援学校の高等部を含む。）を平成３１（2019）年３

月卒業見込みの者，あるいは平成３０（2018）年３月卒業の者（平成３０（2018）年４

月１日以降，学年の途中において，あるいは学期の区分に従い高等学校の卒業を認めら

れた者を含む。）

b）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施

設（高等学校の課程に相当する課程を有するものとして指定したものを含む。）の当該課

程を平成３０（2018）年４月から平成３１（2019）年３月までに修了又は修了見込みの

者

２ 岐阜大学教育学部への確たる志望理由があること

３ 岐阜県内の教育現場で活躍したいという確たる志望理由があること

４ 人物及び学力が優秀であり，志望する講座等に対する能力，素質，適性等につい

て，在籍（卒業）高等学校（教育施設）長が責任を持って推薦し，合格した場合に

は入学することを確約できる者で，次の要件を満たしていること

・在籍（卒業）学校（教育施設）長が発行する調査書の学習成績概評がＢ段階以上

の者
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５ 数学教育講座に出願する者は，高等学校等において，数Ⅰ，数 A，数Ⅱ，数Ｂ，

数Ⅲをすべて履修した者，または，理数数学Ⅰ，理数数学Ⅱ，理数数学特論をすべ

て履修した者

現行 

（平成３０（2018）年度入学者選抜） 

変更後 

（平成３１（2019）年度入学者選抜） 

１校からの推薦者数は，社会科教育講座は２

人以内（ただし，１専攻には１人以内），美術

教育講座は２人以内，保健体育講座は１人以

内です。

１校からの推薦者数は，教育学部全体で５名

以内（音楽教育講座，美術教育講座及び保健体

育講座を除く。）とする。ただし，各講座等へ

の１校からの推薦者数は，次のとおりとする。

１校からの推

薦者数
講座等

２名以内

国語教育，社会科教育（ただ

し，１専攻には１名以内），理

科教育（１専攻に２名も可），

音楽教育，美術教育，保健体

育，家政教育，学校教育（心

理学コース１名以内，教職基

礎コース１名以内），特別支援

学校教員養成課程

１名以内 数学教育，英語教育

Ⅲ．入学者選抜方法等の一部変更について

現行 

（平成３０（2018）年度入学者選抜） 

変更後 

（平成３１（2019）年度入学者選抜） 

推薦書，志望理由書，調査書，大学入試セ

ンター試験の成績，作品（美術教育講座），

運動歴調書（保健体育講座），及び面接によ

り，総合的に判定します。

１．配点 

ＤＮＣ 面接 その他 合計

225 
Ａ100 Ａ100 

425 
Ｂ200 ―

ＤＮＣ：大学入試センター試験

講座により上記のＡ又はＢのいずれかの配点

になります。

Ａ：「その他」は，美術教育は作品，保健体

育は運動歴調書を用いて判定します。

Ｂ：社会科教育（史学，地理学，現代社会）

推薦書，岐阜県教員を目指す学修計画書，

調査書，大学入試センター試験の成績，音楽

歴調書（音楽教育講座），作品（美術教育講

座），運動歴調書（保健体育講座）及び面接＊

により，総合的に判定します。

＊面接は，集団面接と個人面接を課します。

１．配点 

ＤＮＣ
面接

その他
合計

集団 個人

225 
Ａ50 Ａ50 Ａ100

425 
Ｂ50 Ｂ150 ―

ＤＮＣ：大学入試センター試験

講座等により上記のＡ又はＢのいずれかの配

点になります。

Ａ：「その他」は，美術教育は作品，保健体

育は運動歴調書を用いて判定します。

Ｂ：Ａ（美術教育・保健体育）を除く募集講

座等
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２．面接

講座等別に個人面接を課します。

３．合否判定基準 

（１）合格者の決定 

 総得点の上位の者から決定します。ただ

し，受験の結果が以下のいずれかに該当する

場合は，合格の対象とはなりません。 

ア）大学入試センター試験については，225

点満点中の得点が 50％未満の者 

イ）面接等については，200 満点中の得点が

50％未満の者 

２．面接

面接は，集団面接と個人面接を課します。

（１）集団面接 

・集団面接は講座等を問わず受験者複数人を

１グループとして実施します。 

（２）個人面接 

・個人面接は志望講座等別に実施します。口

述試験等を含む講座等は次表のとおりで

す。 

個人面接 講座等 

口述試験を含

む 

国語教育，社会科教育，数学

教育，理科教育，美術教育，

保健体育，家政教育，学校教

育，特別支援学校教員養成課

程 

英語面接を含

む 

英語教育 

実技試験を含

む※ 

音楽教育 

※音楽教育講座の実技試験 

小学校歌唱共通教材のうち，「春がきた」，

「茶つみ」，「ふじ山」，「おぼろ月夜」，「われ

は海の子」を課題とします。その中から当日

１曲指定し，１番のみ弾き歌いを行います。

伴奏楽譜は自由とします。 

 なお、音楽歴調書は，個人面接の参考資料

とします。 

３．合否判定基準 

（１）合格者の決定 

 総得点の上位の者から決定します。ただ

し，受験の結果が以下のいずれかに該当する

場合は，合格の対象とはなりません。 

ア）大学入試センター試験 

Ａ（音楽教育・美術教育・保健体育）：225

点満点中の得点が 47％未満の者 

Ｂ（上記Ａを除く募集講座等）：225 点満点

中の得点が 50％未満の者 

イ）面接等 

Ｃ（美術教育・保健体育）：作品・運動歴調

書及び個人面接の合計点（150 点満点）ま

たは集団面接（50 点満点）の得点が 50％

未満の者 
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（２）同点者の扱い 

ア）面接等の合計点 

イ）大学入試センター試験の得点 

Ｄ（上記Ｃを除く募集講座等）：個人面接ま

たは集団面接において１つでも得点が

50％未満の者 

（２）同点者の扱い 

（同左） 

※ 大学入試センター試験の利用教科・科目及び配点については，変更がありません。 


